
【門真市第1回市民会議　意見一覧】

グループA1 グループA2 グループB1 グループB2 グループC1 グループC2
通番 意見一覧 意見一覧 意見一覧 意見一覧 意見一覧 意見一覧

1 有名企業がある 自然がある コンパクトシティ 足まわりが良い 住み良い 買物が便利な町 交通の便のよさ 施設が充実している

2 庶民的で住みやすい町 可能性を秘めている 食べもの屋さんが多い 立地・地形・交通面の良さ 新しい特産品づくりがさかん レンコン

3 立派な施設がある 自慢できるところがある 下町情緒がある
子育てや高齢者にやさしい町（子
育て支援に力を入れている 老人が
住みやすい）

災害が少ない 交通の便が良い

4 交通機関が充実している 交通網が整っていて便利である 働く場所が多くて近い
市役所の人が若くふんいきが明る
くガラスケがかわいいまち

学校・市民活動が個性的なコンパ
クトなまち

名物ができて人が旅行に来る街

5 安心安全で住みやすい 有名な特産品や観光地がある 人や地域があたたかく活気がある
みんなでつくろうと立ち上がるま
ち

物価が安い

6 試験所がある こども食堂多い

7 生活環境の改善 災害に強い町づくり まち並みがごちゃごちゃしている 道路・交通インフラの弱さ
高齢者・障害者・若者・市民の力
の結集

貧困問題

8 治安・環境の改善 歩道の整備 犯罪数が多い 緑化公園が多いほうが良い
施設づくりの発送の転換（多面
的、多様な活用）

空家問題

9 教育環境の改善 教育 学力が不安
防犯・防災 人にやさしい町になっ
てほしい

現在ある施設の活用 道が狭い

10 健康寿命を延ばす・高齢者対策 マナーの向上 生活保護多い
教育面が問題なので、結果がそろ
そろ出てきているのでなお一層強
化していかなければいけない

きもちのよい住みたい環境づくり 学力が低い

11 地域のつながりを強くする その他 少子高齢化となっている すみずみまでいきとどいた交通網

ラウンド１「門真市の強みとは」

ラウンド２「門真市が未来に向けて取り組むべきこと」

参考資料２-１
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12 産業が元気なまち 京阪沿線の交流し都市計画 老人が安心して生活出来る町 ご近所と仲良く出来る町
門真市にこれ（有名なもの）があ
る

歳をとっても暮らしやすい町

13 教育が高いまち 教育に対して関心が高い町 世代間わけへだてなくつどえる町 子育てしたくなるまち 老人の若者 元気の出る街 若者が起業しやすい町

14 にぎわい活気のあるまち 治安のよい町 帰ってきたいまち 子供、高齢者が元気な町 教育環境 子ども・高齢者に優しい街

15 世代間交流ができる町 若者が住みやすい街に
下町情緒ののこるまち（古き良き
門真）

「お先へどうぞ～」ゆずりあいの
できるやさしくなれるまち

人が住みよいまち 人が（に）優しいまち

16 つながりの強い町
弱者が安心して生活できる町 医療
交通

門真にしかない誇りのあるまち 町の課題を市民で解決できる町 中小商工業者が盛況なる街
若者が働きやすい、結婚しやすい
町

17 若者が活躍出来る町 市税の安い町にして欲しい 治安の良いまち 笑顔が日本一
“ふるさと”と言える街（子ども
達）

子どもが育った街に帰る街

18 安心安全な町
みんなで支え合えるつながりのあ
るまち

みんなで生活をより良くする町
道路が広く緑が多く高層マンショ
ンがある町

未来に生きる子どもたちが住みた
くなるまち

仕事に困らない街（いくつになっ
ても）

19 みんなが誇れる町 美しい町
子どもの夢を応援できるまち（子
供が夢をもてる）

誇りにおもうまち みんなの人権の尊重されるまち 公園が少ない

20 幸福度№1の町 会話の多い町内 子育てしやすいまち
広い公園が３ヶ所以上ほしい 緑も
ふえるし、人が集えるし、交流で
きる

都会の“いなか” 公共の施設が少ない

21 緑の多い町 ひとに自慢したくなるまち 子供が安心して暮らせるまち 緑あふれる人にやさしいまち 樹木の多い門真市に

22 子供が未来に向かう教育
子育てに選ばれるまち（出生時の
転出が多い）

やりたい事が何でもできるまち ゆったり生活できるまち

23 健康で長く暮らせるまち 散歩したくなるまち

24 すっきりした住みやすい町

25
若者が活躍し産業・人が潤
う町

教育と若者で支え合う安全
な町

みんなが手をつなぎ未来を
語れるまち門真

大切にしたいのは“ここ
ろ”世界にひとつだけのま
ち“かどま”

未来をたくす子どもが夢を
もてるまち・門真

ぼくもわたしもお兄ちゃん
もお姉ちゃんも明るく笑い
声の絶えない高齢者も住み
良い現役世代も元気に働い
て安定した年金をもらえる
町づくり

26

門真から若者がどんどん出て
行っている。まずこの若者を呼
ぶ。そのためにはやはり門真市に
大学を誘致してほしい。これが長
期計画である。

まずできることは産業。門真市
にできるだけ誘致してほしい。若
者も働けるし、門真も税収が増え
るし、そうすると人も潤う。これ
をフレーズに込めた。

「教育水準が低い、アホばか
り」そんなまちには人は集まって
こない。やはり教育水準を上げて
もらわないといけない。

年寄りばかりでは活力がない。
若者にもっと参加してほしい。

「支え合う」とは、“自分が自
分が”というようなまちでは絶対
ダメである。支えることが必要で
ある。“自分も一生懸命がんばろ
う”ということが大事。

治安の悪いまちではひとは来な
い。自分たちが力を合わせて頑張
らなければならない。それと自分
ができることを何でもよいからひ
とつやってもらいたい。

子どものことから高齢者のこと
などさまざまな立場の意見が出
た。

・それらみんなが手をつなぎ、世
代間の分け隔てなく、未来を語れ
るようにという思いを込めた。

強みを活かす、未来に向けてと
いうマトリクス双方を満たす要素
がなかったので、これから世代間
みんなで考えていけるような、語
り合えるようなまちになっていけ
ばという思いを込めた。

「こころ」とは、人間の体のな
かに宿り、意思や感情など精神活
動のもとになるもの。本心。優し
く思いやる気持ち。

・この「こころ」を大事にしてオ
ンリーワンのまち門真を作ってい
きたい。

大事にしたいのは「やさしいこ
ころ」。学力だけではいけない。

人間力とはなにか、それは「こ
ころ」である。

こころを育てないと学力も伸び
ない、そもそも学力とは学ぶ力で
ある。

勉強だけしてもろくなものにな
らない。「こころ」が大事であ
る。

充実した教育、すべての人の人
権尊重されるまち、企業・商業の
いきいきするまち、緑豊かな環
境、門真の「よさ」が伝わるま
ち。

これらすべてのものを網羅した
もの、つまり、お金がもらえて、
環境がよくて、教育が進んでいる
まちという夢がもてるまち門真を
目指す。

・子どもの明るい笑い声がひびく
まち。そのためにも子どもが明る
くなってほしい。門真には公園な
ど遊ぶところがないので。

・若者が働きやすいまち、交通の
便の良さで人が集まるまちになっ
てほしい。

・そして私たちの世代でも安定し
た年金をもらいたい。

ラウンド３「未来のまちの姿（門真市がこうなって欲しい、○○なまちになって欲しい）」

ラウンド６「まちの将来を描くフレーズづくり（文章化）」

フレーズに込めた思い（発表時の発言内容を抜粋）
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